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新
シ
リ
ー
ズ
『
草
間
台
地
の
魅
力
』

～
第

回
～

20
写
真
で
見
る
草
間
台
の
地
下

う
き
ぐ
も
ケ
イ
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ

○
本
小
屋
の
穴

最
深
部
の
地
底
湖
ホ
ー
ル

本
小
屋
の
穴
の
最
深
部
に
存
在
す
る
地
底
湖
に
て
。

こ
の
場
所
は
、
半
球
状
の
ホ
ー
ル
に
な
っ
て
お
り
、

足
元
に
は
地
底
湖
が
広
が
っ
て
い
る
。
地
底
湖
の
奥

は
地
下
深
く
傾
斜
し
て
お
り
、
人
類
未
知
の
世
界
へ

と
通
じ
て
い
る
。
一
方
天
井
に
は
美
し
い
鍾
乳
石
が

多
数
垂
れ
下
が
っ
て
お
り
、
ま
る
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

○
本
小
屋
の
穴

地
底
河
川
進
行

本
小
屋
の
穴
の
地
底
河
川
に
て
。
天
井
高
が
50
cm

程
し
か
な
い
た
め
、
頭
と
肩
以
外
を
水
に
漬
け
な
が

ら
ハ
イ
ハ
イ
で
進
ん
で
い
く
。
地
底
河
川
と
言
い
つ

つ
も
水
の
流
れ
は
非
常
に
穏
や
か
で
人
間
の
目
に
は

止
ま
っ
て
見
え
る
の
で
、
水
面
に
光
が
綺
麗
に
反
射

し
て
鏡
の
よ
う
に
な
る
。
尚
、
水
温
は
年
中
通
し
て

低
く
、
進
行
中
は
非
常
に
寒
く
て
辛
い
。

こ
れ
ら
の
写
真
は
、
草
間
市
民
セ
ン
タ
ー
（
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）
２
階
廊
下
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

短
歌

お
月
さ
ん
が
出
て
ご
ざ
ら
っ
し
ゃ
る

幼
児
を
夜
の
縁
へ
誘
ひ
き
婆
は滑

都

庭
の
隅
ピ
ン
ク
の
山
茶
花
咲
き
初
め
る

あ
な
た
は
何
を
眺
め
て
い
ま
す
か

杉

秀
樹

裏
方
の
人
等
に
感
謝
文
化
祭

蕎
麦
と
大
蛇
が
人
々
招
く

お
ろ
ち

西
山
富
美
子

フ
ジ
バ
カ
マ
花
満
開
に
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

写
メ
撮
る
間
も
な
く
飛
び
立
ち
悔
し

長
岡
愛
子

俳
句

初
採
り
の
ぶ
ど
う
畑
に
入
る
一
歩

橋
本
八
重
子

脳
ト
レ
に
一
喜
一
憂
秋
の
暮

長
田
保
子

川
柳

題
「
探
」「
意
」

平
穏
無
事
探
し
求
め
て
晴
れ
の
国

意
味
不
明
で
も
面
白
い
ス
ポ
ー
ツ
界

福
嶋
輝
代

ひ
ょ
っ
こ
り
と
出
る
諦
め
て
い
た
探
し
物

意
味
も
な
く
泣
け
て
笑
え
る
昭
和
談

西
本
八
寿
江

空
財
布
大
事
に
し
す
ぎ
探
す
日
々

人
の
気
持
ち
は
意
外
と
知
っ
た
秋
の
空

小
川
久
子

絵
の
中
の
餅
を
探
し
て
投
票
す

沈
黙
も
意
志
の
ひ
と
つ
か
雲
流
る

田
井
芳
枝

喜
寿
過
ぎ
て
自
分
探
し
の
旅
続
く

政
治
不
振
浮
雲
に
ま
で
意
見
す
る

笹
田

彰

探
し
物
目
は
節
穴
と
又
気
付
く

挑
戦
し
意
外
な
自
分
に
出
会
う
旅

中
村
公
人

第２９７号 発見、草間台 発信、草間台 連帯、草間台 進化、草間台 令和６年１２月 １日

月

日
（
日
）
、
旧
草
間
中
学
校
体
育
館
に
お
い

11

17

て
、
草
間
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
（
田
井
義
明
会

長
）
の
教
育
文
化
部
（
梶
上
守
部
長
）
が
、
三
世
代

交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
、
地
域
住
民

名
の

35

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
３
人
１
チ
ー
ム
で

チ
ー
ム

10

が
３
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
競
技
に
取
り
組
み
、
親
睦

を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
新
見
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
大
井

敏
光
さ
ん
・
林
靖
子
さ
ん
・
橋
本
真
実
さ
ん
の
指
導

の
も
と
で
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
モ
ル
ッ
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ
ボ
ー
ル
、
ト
リ
コ

ロ
キ
ュ
ー
ブ
の
３
種
目
を
楽
し
み
ま
し
た
。

高
得
点
を
目
指
し
各
チ
ー
ム
で
作
戦
を
考
え
な
が

ら
プ
レ
ー
す
る
も
の
の
、
投
げ
た
ボ
ー
ル
等
が
思
わ

ぬ
所
に
転
が
り
、
と
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝
＝
も
も
（
田
中
恭
市
、
杉

尚
子
、
村
田
智
美
）

準
優
勝
＝
り
ん
ご
（
西
山
嘉
治
、
妹
尾
良
和
、
村
田

栄
）

第
３
位
＝
コ
ス
モ
ス
（
山
田
こ
こ
ろ
・
山
田
す
ず
、
橋
本
す
ま
子
）

三

世

代

交

流

ス
ポ
ー
ツ
大

会

“そこでとまって～”〈トリコロキューブ〉

羅
生
門
を
ま
も
る
会
（
馬
繋
地
区

戸
）
は
、

24

11

月
３
日
か
ら
４
日
の
２
日
間
、
「
秋
の
羅
生
門
紅
葉
ま

つ
り
」
を
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
秋
、
岡
山

県
北
を
会
場
に
開
催
し

て
い
る
「
森
の
芸
術
祭
」

に
協
賛
し
、
カ
ル
ス
ト

台
地
特
有
の
石
灰
岩
と

紅
葉
が
織
り
な
す
美
し

い
景
観
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
初
め
て
企
画

し
た
も
の
で
す
。

秋

の

羅

生

門

紅

葉

ま

つ
り

青天の中いただくお抹茶

例
年
に
比
べ
紅
葉
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
県
南
を
始
め
各
地
か
ら

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
草
間
産
の
そ

ば
や
焼
き
芋
の
販
売
、
果
物
や
野
菜
の
特
産
品
販
売
、

お
茶
（
野
立
て
）
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
メ
イ
ン
は
、
３
日
の
夜
限
定
で
の
羅
生

門
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
、

白
い
ラ
イ
ト
に
照
ら
し
出

さ
れ
た
石
灰
岩
の
真
っ
白

な
巨
大
ア
ー
チ
が
幻
想
的

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
遊
歩
道

に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
傘
を
活

か
し
た
照
明
や
竹
灯
ろ
う

で
演
出
が
さ
れ
て
お
り
、

見
物
客
か
ら
感
動

の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
地
元

で
は
、
来
年
春
の

「
さ
く
ら
ま
つ
り
」

で
も
計
画
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。

カラフルな遊歩道の照明

狙いを定めて“えいっ”〈モルック〉

月

日
（
日
）
、
土
橋
交
流
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

11

10

ド
に
お
い
て
、
草
間
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

の

月
大
会
が
、
会
員

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

11

28

た
。成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

①
福
水

真

打

②
藤
原
健
雄

③
中
山
義
昭

56

④
松
本
茂
憲

⑤
坂
本
軍
治

【
女
子
の
部
】

①
藤
波
英
子

打

②
藤
井
シ
ゲ
ノ

③
西
上
み
す
江

57

④
山
口
波
子

⑤
藤
野
晴
美

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

・
藤
野
和
生

・
福
水

真

・
坂
本
軍
治

・
藤
波
英
子
２
本

・
服
部

京

・
西
上
み
す
江

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

㍍
】

15

・
杉

基

・
藤
井
清
子

・
長
田
桂
治

・
藤
井
シ
ゲ
ノ

草

間

台

Ｇ
Ｇ
愛

好

会

月

大

会

１ １


